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」高小ーリトクァフクーワプンラOIRAH「 
 設立のきっかけ

　南相馬市小高区は、東
日本大震災に伴う原発事
故で避難指示区域とな
り、避難指示が解除され
ても若い人は戻らないと
言われていました。それ
でも私は「魅力的な仕事
があれば、住まなくても
若い人は来る。」と考えて
いました。そんな時、南
相馬市にボランティアに

来ていたHARIOのガラス職人の方と出会いました。HARIOで
は、2014年から耐熱ガラスの手加工技術を次世代に残すため、
ガラスアクセサリー工房を国内にいくつか展開していると知り
ました。小高区で魅力的な仕事ができると思い、HARIO社とラ
イセンス契約し、ワーカー1人のガラスアクセサリー工房とし
て始まりました。
　国内の他のランプファクトリーでは仕事量の調整が可能なこ
とから、女性が働きやすい職場環境が創出されており、南相馬
市においても女性がワーカーとして、働いています。

 ランプワーカーの働き方
　耐熱ガラスを加工する技術を身につける研修後、3か月間は
見習い期間として時給制で働き、その後は成果報酬制になるた
め雇用という形ではありません。どれくらい働くかは家庭の状況
等によるため、同じワーカーでも日によって違います。また、ガ
スバーナーが設置可能であれば、自宅でも作業ができるように

お話を伺った和田さん

なっています。
生産管理のた
め、働いた時
間は把握します
が、働く時間は
ワーカーが決め
ています。
　慣れてくれば
短時間で作製
でき、単価が上
がりますが、定期的に新しいデザインが出た時は、作製に時間
がかかり、単価が下がってしまうことがあり、収入には波があり
ます。長い目でみれば、ワーカーの技術は向上していますので、
試行錯誤しながら、焦らず地道に続けてきました。
　多い時は、10人のワーカーがいましたが、技術の習得には時
間が必要で、ある程度の作品が作れるようにならないと収入に
ならず、家族の理解が得られないこともありました。現在は、5
人のワーカーがいますが、うち1人は産休中です。 

 今後取り組んでみたいこと
　耐熱ガラスは粘り気があり、細かい加工ができるため様々な表
現が可能です。県内のニーズに応えられるような地元をモチーフ
にした独自のブランドを立ち上げたいと思っています。そのため
に、これからも働きたいと思ってもらえるような環境整備をして
いきたいと考えています。
　南相馬市は他の地域より多くの課題を抱えているかも知れませ
んが、様々な可能性もあると思います。私たちは、ものづくりを
通して、自分たちが住みたい町をつくっていきたいです。

インタビュー

「いろいろな働き方
    　　を考える。」

　HARIOランプワークファクトリー小高は、耐熱ガラスを一つ一つ丁寧にピアスやネックレスに手加工するガラスアクセサリー工房として、
2015年 8月に南相馬市小高区に設立されました。
　ここで働くランプワーカー（以下：ワーカー）は、ガラス加工の技術を身につけ、多様で柔軟な働き方で仕事と家庭を両立しています。
　今回は、HARIOランプワークファクトリー小高の運営をおこなっている小高ワーカーズベース代表の和田智行さんにお話を伺いしました。
※HARIOは、1921年創業の耐熱ガラス製品で世界的に知られる老舗ガラスメーカー。

作業場の風景
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HARIOランプワークファクトリー
南相馬市小高区本町1-87（小高パイオニアヴィレッジ）
ホームページ：https://lwf-odaka.owb.jp/




